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〈編 集 後 記 〉

本号は、物質の極限にせ まるニュー トリノの研究、物質の超高圧相のX線 回析、固体表面

と励起 ビー ムとの相互作用、爆発接合継手の極低温での強度、さらにはフー リエ干渉分光器

の試作 と、著名な先生方の最先端の清報を掲載す ることがで きました。先生方には ご多用中

にも拘 らず 「低温センターだより」への寄稿をご快諾頂いて、いつもなが ら感謝致 してお り

ます。内容が盛 りだ くさんになっていて、本来の 「低温」 と"直 接"関 係があるものは爆発

接合 に関す る研究 ノー トのみですが、研究を遂行する上での問題解決 とい う観点か らはもち

ろん共通点は多 くあるわけです。必要な信号をバ ックグラソ ド信号(含 ノイズ)の 中から如

何に効率 よく選択的に抽出す るかということが、デー タの信頼性を高め、新たな知見を得 る

ことができる、決定的要因であることが、改めて認識 され ます。そのためには、対象に関わ

る物理 をよく知 ることも必要不可欠で しょう。 この観点か ら見 ると本号では、汎用放射線測

定器の開発、超高圧下 での試料 の加熱 とX線 回析の測定方法 の開発、表面 における選択性の

物理、等が、優れた研究成果を生む源になっているのがわか ります。光励起下での遠赤外ス

ペ ク トルの高効率測定 に対 してもよい結果が期待でき、号を改めてその結果を寄稿 して頂 き

たいものです。 さて我 が身 を振 り返 って見 ると、何 とも浅学の身、 日夜勤 しみ工夫 を重 ね る

ことによ り、満足で きる研究成果が少 しで もで るよ うに努力 しなければと、 自責の念に捕 ら

われている次第です。

・(伊 藤利道)
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